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観光地に隣接する交差点名標識に観光地名称を表示
する取組を推進

［交差点名標識への観光地名表示］

(11) 観光振興の推進 ②

4 地域の活性化と豊かな暮らしの実現

＜路線シンボルのデザイン案＞

（１桁番号） （環状道路）

＜高速道路ナンバリング案＞

（２桁番号）

（改善前）

（改善後）

＜国道36号 北海道札幌市中央区の事例＞

［主要な観光地等における英語表記改善］［高速道路ナンバリング］

（改善前）

（改善後）

観光ガイドマップ

表記を一致

道路案内標識

各機関の案内と連携し、「ローマ字」表記から外国人
にわかりやすい「英語」表記への改善を推進

整備の進む我が国の高速道路ネットワークにおいて、路線名に併せ、
その地固有の言語に依存しない「ナンバリング」を導入し、訪日外国
人をはじめ、すべての利用者にわかりやすい道案内を実現
（2020年までに標識整備を概成）
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京
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※※ 激変緩和措置を実施
注1） 高速自動車国道（大都市近郊区間）は、名神高速の例

注2） 消費税及びターミナルチャージを除いた場合の料金水準

整理・統一※※
47.0

円/km

普通車
全線利用

36.6注1

［29.52］注2

高速自動車国道
（大都市近郊区間）

※

阪神高速（阪神圏）
＜510円～930円＞

など

（6km毎に約100円増）

近畿道（吹田～松原）（28.4km）
阪和道（松原～岸和田和泉）（22.6km）

＜510円×2区間＞

西名阪道（天理～松原）（27.2km）
＜410円×2区間＞

均一料金区間等 対距離化※※

※

淀川左岸線延伸部及び大阪湾岸道路西伸部の整備に必要な財源確保のため、
関係自治体の提案を踏まえ、様々な工夫を行いつつ、必要な料金を設定

※

Ａ

Ｂ

都心部

Ｃ

枚方学研

阪神高速
環状線 ＢＡ Ｃ

料金

引下げ

1,610円
1,690円

2,060円

阪神高速
環状線

第二京阪
枚方学研IC の場合

（注）料金は普通車の場合

①料金水準を現行の高速自動車国道の大都市近郊区間を基本とする対距離制を導入し、車種区分を５車種区分に統一する。

②阪神高速については、関係自治体の提案を踏まえ、淀川左岸線延伸部及び大阪湾岸道路西伸部の整備に必要な財源確保の観点から、
有料道路事業について、事業費の概ね５割を確保するために、様々な工夫を行いつつ、必要な料金を設定する。

③高速道路会社と一体的なネットワークを形成している路線で、地方道路
公社等の管理となっている区間は、合理的・効率的な管理を行う観点
から、地方の意向を踏まえ、高速道路会社での一元的管理を行う。

○ 大阪府道路公社・南阪奈有料道路及び堺泉北有料道路

ネクスコ西日本に移管 （平成31年4月）

④ 大阪及び神戸都心部への流入に関して、交通分散の観点から、経

路によらず起終点間の最短距離を基本に料金を決定する。

○ 阪神高速・京都線の新十条通

京都市に移管して無料に （平成31年4月）

（２）管理主体の統一も含めた継ぎ目のない料金の実現

＜ ＜

＝ ＝

ＢＡ Ｃ

ＢＡ Ｃ

（１） 料金体系の整理・統一とネットワーク整備

近畿圏の高速道路を賢く使うための料金体系 （平成29年6月より導入予定）

○ 阪神高速・京都線の油小路線・斜久世橋

ネクスコ西日本に移管 （平成30年4月）
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埼玉県における圏央道を活かした産業基盤づくり

○県内産業の振興、雇用の創出、税収の確保を目的に、埼玉県は企業誘致を積極的に推進
⇒圏央道沿線地域において企業立地や投資が進み、雇用者数が増加すると共に、税収も増加

県北地域

さいたま

南部
南西部

西部

川越比企秩父

北部

利根

東部

県央

164

195

圏央道地域

県南地域

479

県北地域

さいたま

南部
南西部

西部

川越比企秩父

北部

利根

東部

県央

圏央道地域

県南地域

5,288

18,005

4,519

企業立地

新規投資

新規雇用

※2 法人・個人県民税、法人・個人事業税、地方消費税等（予算額）

（億円）

○過去11年間で県全体で838社が新規立地
○その内、約6割が圏央道周辺地域

税収
○過去11年間で県全体で約1.3兆円の新規立地による投資
○その内、約5割が圏央道周辺地域

○過去11年間で県全体で27,812人の新規立地による雇用
○その内、約6割が圏央道周辺地域

○新規立地企業のH26年度の県税・市町村税収は約170億円※1

＜参考：県民税・事業税等※2の推移＞

※ 過去11年間：H17.1～H27.12 ※ 過去11年間：H17.1～H27.12
※ 新規雇用者数は企業の計画ベース

※ 過去11年間：H17.1～H27.12
※ 新規投資額は企業の計画ベース

※1：県税は法人県民税、法人事業税。市町村税は法人市町村民税、固定資産税（判明分のみ）。操業済みの新規立地企業の税収。

出典：埼玉県資料を基に作成
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道　　路　　関　　係　　予　　算　　総　　括　　表

（単位：百万円）

平成２９年度（Ａ） 前年度（Ｂ） 倍率（Ａ）／（Ｂ）

1,559,291 1,559,291 1,563,177 1,563,177 1.00 1.00

1,097,229 1,097,229 1,124,416 1,124,416 0.98 0.98

345,783 345,783 320,237 320,237 1.08 1.08

116,279 116,279 118,524 118,524 0.98 0.98

144,065 86,195 126,355 75,277 1.14 1.15

89,523 50,127 89,092 49,799 1.00 1.01

29,993 16,498 12,721 6,998 2.36 2.36

8,925 4,463 8,918 4,463 1.00 1.00

15,624 10,416 15,624 10,416 1.00 1.00

- 4,691 - 3,601 - 1.30

2,378,769 20,708 2,088,848 25,240 1.14 0.82

4,082,125 1,666,194 3,778,380 1,663,694 1.08 1.00

諸 費 等

区　　　　　分 備　　　　　考
事業費 国費 事業費 国費 事業費 国費

直 轄 事 業

改 築 そ の 他

維 持 修 繕

有 料 道 路 事 業 等

合 計

補 助 事 業

地 域 高 規 格 道 路 そ の 他

Ｉ Ｃ ア ク セ ス 道 路

大 規 模 修 繕 ・ 更 新

除 雪

補 助 率 差 額

１．直轄事業の国費には、地方公共団体の直轄事業負担金（2,929
億円）を含む。

２．有料道路事業等の事業費については、各高速道路株式会社の
建設利息を含む。

３．有料道路事業等の計数には、高速道路連結部整備事業費補
助、連続立体交差事業資金貸付金、電線敷設工事資金貸付金
を含む。

４．本表のほか、社会資本整備総合交付金（国費8,940億円［対前
年度比1.00］）、防災・安全交付金（国費11,057億円［対前年度
比1.01］）があり、地方の要望に応じて道路整備に充てることがで
きる。

５．本表のほか、東日本大震災からの復旧・復興対策事業（国費
2,400億円［対前年度比1.01］）がある。また、東日本大震災から
の復旧・復興対策事業として社会資本整備総合交付金（国費
1,090億円［対前年度比1.03］）があり、地方の要望に応じて道路
整備に充てることができる。

６．本表のほか、行政部費（国費8億円）がある。
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全 国 路 線 図

永平寺～上志比 5km ※１
一般国道158号
中部縦貫自動車道

東関東自動車道水戸線
　 鉾田～茨城空港北　9km

東京外かく環状道路

　 三郷南～高谷JCT　16km

三遠南信自動車道
一般国道474号

　 龍江～飯田東　3km

東海環状自動車道
一般国道475号
　 養老JCT～養老　3km

東北中央自動車道に並行

一般国道115号
　 相馬福島道路　17km

南九州西回り自動車道

一般国道3号
　 出水～高尾野北　4km

東九州自動車道
　 日南北郷～日南東郷　9km

日高自動車道
一般国道235号
　 日高門別～厚賀　14km

日本海沿岸東北自動車道に並行
一般国道7号

　 鷹巣大館道路  2km

西九州自動車道
一般国道497号
　 今福～調川　3km

西九州自動車道

一般国道497号
　 南波多谷口～伊万里東　5km

中部横断自動車道

　 八千穂高原～佐久南　15km

東北中央自動車道

　 福島大笹生～米沢北　35km

三陸縦貫自動車道
一般国道45号

　 山田～宮古南　14km

三陸縦貫自動車道

一般国道45号
　 南三陸海岸～歌津  4km

三陸縦貫自動車道
一般国道45号

　 大谷～気仙沼　7km

山陰自動車道に並行
一般国道9号

　 鳥取西道路　5km

山陰自動車道に並行

一般国道9号
　 朝山・大田道路　6km

東北中央自動車道
　 大石田村山～尾花沢　5km

海老名南JCT～厚木南 2km
第二東海自動車道（新東名）

高槻第一JCT～神戸JCT　40km
近畿自動車道名古屋神戸線(新名神)

陸別町小利別～訓子府 16km  

北海道横断自動車道網走線  

三陸縦貫自動車道
一般国道45号
　 田老第２～田老北　4km

凡　例

調 査 中

事 業 中

供 用 中

その他主な路線

6車線　4車線　2車線

平成 29 年度
新規開通区間

注3. IC、JCT名称には仮称を含む

　　ものを示したものであり、個別の路線に関する必要性の有無や優先順位を示したものではない
注4. 本路線図の「その他主な路線」は、地域における主な道路構想（事業中、開通区間を含む）のうち広域的な

注1. ※1については、平成29年夏前迄に開通予定
注2. ※2については、平成29年夏開通予定

一般国道24号 

御所南～五條北 7km ※２

京奈和自動車道 

武雄 

長崎 

鳥栖 

嘉島 

八代 

えびの 

清武 

日出 

下関 

山口南 

山口 

千代田 

三次東 

宍道 

境港 

落合 

北房 

福山西 

広島北 

広島 

高屋 
尾道 

岡山 

鳴門 

徳島 

播磨 
三木 

佐用 

山崎 

鳥取 

綾部 

春日 

吉川 
神戸 

伊勢 

泉佐野 郡山下ツ道 

勢和多気 

敦賀 

福井北 

白鳥 

養老 
米原 

豊田東 

三ヶ日 

土岐 

飛騨 

清見 

上越 

松本 

岡谷 

長坂 

双葉 

新清水 

美濃関 

浜松いなさ 
高知 

川之江 

川之江東 

坂出 

倉敷 

いよ小松 

北九州 

延岡 

鹿児島 

加治木 

更埴 

佐久小諸 

鶴ヶ島 

河口湖 

沼津 

八王子 

下田 

海老名 

御殿場 
伊勢原 

高崎 

藤岡 岩舟 

久喜 
白岡 

つくば 

館山 

木更津南 

大栄 

長岡 

新潟中央 

茨城町 

いわき 

福島 

福島北 

相馬 
郡山 

鶴岡 

山形 

富谷 

村田 

横手 

河辺 

花巻 

北上 

安代 

釜石 

八戸 

小坂 

利府 

境古河 

海老名南 
清水 

新四日市 

関 

亀山西 

和歌山 

草津 

浜田 

深川 

釧路 
中央 

比布 

黒松内 
小樽 札幌 

千歳恵庭 

苫小牧東 

函館 

帯広 

本別 

西原 

許田 

青森 
浪岡 

鰺ヶ沢 

飯田 
山本 

小矢部 
　砺波 

四日市

浦河 
広尾 

根室 

網走 

紋別 

稚内 

留萌 

江差 

木更津 

輪島 

阿賀 

那覇 

那覇空港 

豊岡 

名寄北 

室蘭 

旭川 
鷹栖 

岩見沢 

倶知安 

盛岡 

宮古中央 

水沢 

一関 

古川 

秋田中央 

村上瀬波温泉 

新庄 

酒田 

米沢中央 

白河中央 

能代東 
大館南 

仙台宮城 

気仙沼 

石巻 
河南 

会津若松 

六日町 
富山 

金沢西 

小松 

静岡 

浜松 

甲府昭和 

伊那 

可児御嵩 

武生 

津 
上野東 

洲本 

大津 

彦根 

福知山 

北条 

津山 

五條 阿南 

井川池田 

高松中央 

松山 

安芸西 
須崎中央 

四万十 

大洲 

宇部 

宇和島朝日 

久留米 

佐賀大和 

熊本 

人吉 

大分 

佐伯 

宮崎 

日南東郷

都城 

小林 

鹿屋串良 鹿屋串良 

薩摩川内高江 

中津 

日田 

伊万里中 佐世保中央 

今治 

長浜 

尾鷲北 
南紀田辺 

新宮南 

大垣西 

高山 

魚津 
高岡 

七尾 

茂原長南 

水戸南 

宇都宮 

那須 

前橋 

沼田 

長野 

上田菅平 

北見東 

若宮 

豊川 

大鰐弘前 

富良野 

むつ 

天草 

佐渡 

日光 

南九州 

中標津 

鹿嶋 

熊谷 熊谷 

秩父 

）平成28年度末時点の全国路線図に、
平成29年度新規開通箇所を旗揚げ（
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